
 

 

 

 しばらくの間、ＡＳＳＥＴＳが滞っていましたが、ウクライナ問題という人類の危機を前にして、森館長も懸命に学習して、本当の戦争の原因を調べ、今後の展開についての研究をしていました。いくつかの難解なＡＳＳＥＴ

Ｓ特別版で、このことについての文書は配布しましたが、より詳しい文書もありますので、欲しい人には配布をします。さて、今回以降は、ウクライナ問題以外の色々な情報についての紹介に戻ります。まずは最近の新聞から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 11月 16日 第 36巻 22号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】アーネスト・ヘミングウエイの小説「キリマンジャロの雪」で有名なキリマンジャロ山の山頂の雪が解けて

います。もうほとんど溶けてしまっています。よく見てください、この写真は２００７年の写真です。メディアい

くつものごまかしをすると館長が言っているように、この写真は載せるべきではないのです。２０２２年の写真を

掲載するべきなのです。グレタ・トゥーンベリさんが叫ぶように、この記事のように「２０５０年まで地球上の氷 

河が持ちこたえられる可能性」はあまりないのです。森ＩＮ志成館がいうようにＳＤＧsでは手遅れなのです。事態

は科学者の予測をはるかに超えて悪化の一途をたどっているのです。 

【下】福岡県には、ありとあらゆる果物があり、しかも果物畑に行って、自分で収穫をすることができます.

館長は先週、熊本県北部の山鹿市に行って、日本栗＝和栗のまんじゅうやパイや焼き栗を食べてきました.そ

のまえには甘木に行って柿を買ってきました.１０６教室の横の干し柿は柿で有名な杷木の柿なのです.下の

写真は、５年前の新聞を保管したもので、あなた達を社会科見学に連れていく準備をしていたものです.ここ

は大きな果樹園で、ブドウと柿とリンゴとミカンがあり、いつでもくだもの狩りができるところで、秋の行

楽には最高の場所です.お百姓さんがレストランを経営されており、店の名前は「林檎と葡萄の樹」という名

前です.甘木市にあり、車で５０分くらいです.今秋にも２度ドライブしました.ここのアップルパイとリンゴ

カレーはとてもおいしいと思います.お薦めです.ちなみのこの写真に写っている果樹園経営のおじさんは、

館長と同じ年です.気前が良いのでおまけにくだものをくれます.言ってみませんか？来年の１０月には、社 

会科見学でぜひとも恒例の山口県の徳佐のリンゴ園かここに行きたいですね. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】今後も繰り返しますが、いろいろな意味で３０年前は世界でトップの経済力を

持っていた日本は、ここ３０年で、先進国最低の「負け犬国家」に成り下がりまし

た。本当ですよ。その原因はおろかで意気地なしの政治の指導者と自分の企業さえ儲か

ればよいと考え同業他社の利益や会社で働く労働者の低賃金や労働環境に関する苦し

みを考えようともしなかった日本を代表する企業家に責任があります。しかしそれ以上

の原因もあります。それは「プラザ合意」と呼ばれる、力をつけてきた日本企業を、貿

易赤字という理由で潰しにかかったアメリカ合衆国のひどい政策に原因があります。こ

れ以降日本企業や政治家は、委縮してしまい、発展を控えた結果、今や中国や韓国にも

追い越された最悪の負け組の国家になってしまったのです。アメリカは戦後、アメリカ

合衆国の小麦を売るために日本のコメ農家を潰し、次いでオレンジ自由化で先生のよう

な果樹農家を潰し、そして半導体産業まで潰してきたのです。しかし日本の自民党や朝

日や読売などの大メディアそしていくつものテレビ局も「アメリカは日本と仲の良い国

で、中華人民共和国は敵国である」という洗脳を続け（今問題の統一教会と同じことを

日本中の国民がされているのですあり、このことはすでに２０年ほど前にアメリカ政府

の公式文書で公表されているのです）、多くの国民が真実を知らないままの状態で、今

の円安や半導体での惨めな負け犬の姿をさらしてしまっているのです。岸田総理や日本

を代表する大企業が、ごく最近対策を発表しましたが、日本は１０年遅れており、勝て

る可能性はほとんどないというのが専門家の意見です。館長が言っていたように、今や

「中国の企業に就職して、日本より高給をとる時代」が始まっているのです。あまりに

も情けない時代になりました。あなた達の力でこの哀れな日本を救ってください。 

※悲しいことなのですが、今も敗戦国日本はアメリカの植民地なのです。沖

縄の姿こそ、日本の真の姿なのです。わかってください。（下） 

【下】【下左重複部分】福岡市東区の「博多高校」でのいじめの

記事です。剣道部の女子高生が自殺したのは、指導者である人物

と学校に責任があると、珍しくも、学校が素直に過失を認めて、

謝罪および倍手金の支払いに応じたという記事です。日本中の大

学・高校・中学の体育会系の部活には、いまだに戦前の軍国主義

的な体質が残っていることもあり、（実は自衛隊も警察署などに

も同じような問題があるのですが・・・。）そのような組織の体

質が自分に合わないと思ったら、避けてください。遊びであるは

ずの部活で命をなくすなどという馬鹿げたことがあってはならな

いのです。ただ、素直に過失を認めた博多高校の態度は立派で

す。このページのどっかに張り付けている「長崎県の高校でのい 

じめ自殺についての対応は、学校側も県側もとてもひどいものな

の」ですから。 

【下】上の記事とかかわっているのですが、アメリカ合衆国政府と日本政府にいじめ

続けられている沖縄の人たちには、ずっと以前から「ヤマト（＝日本）から独立して

別の独立国をつくろう」という動きがあります.下の親川さんは「そうならないように

するためには日本本土の人＝ヤマトは責任を果たすべきである」と訴えられています 

が、館長ももっともな意見だと思いますが、いかがでしょうか. 

【右】アメリカは自分の国の小麦を日本に売り付けるために、戦後の

日本をパン文化や麺文化の国にしてきました.（少し言い過ぎだとは思

いますが、パンだけではなく「チキンラーメンが日本のコメ農業を潰

した」という人も多くいます.(館長は麺が大好きなので、にわかには

賛成したくはないのですが）現在の円安の中で、小麦が高騰していま

す.小麦だけではなく、大豆もトウモロコシも高騰しており、食料自給

率がカロリーベースで３８％の日本は、食べ物がなくなるかもしれま

せん.兵器を買うより小麦を買うことの方が切迫しているともいえるの

です.そんな中、右の写真は、熊本県の水田の写真であり、「米粉＝ビ

ーフンの原料」を栽培している農村の見事な田んぼの収穫の写真です.

日本は水田を復活させることができないわけではありませんし、水も 

豊富な素晴らしい国なのです.少しは安心しましたか？ 

クイズです 

右端の枠の色や下の色は何かを

意識した赤い色です。何を意識

した色かわかりますか？ 

ヒント：今再建中の城です 


